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みんなでごみをヘラスンジャー▷食前の「いただきます」には、食材となる動植物の命を頂くという
意味も込められていると言われます。食卓のご飯や料理に感謝の心を持ち、「もったいない」の気持ち
で、おいしく、むだなく、きちんと食べましょう。
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転
勤
や
就
職
、
進
学
の
季
節
を
迎
え
る

と
、
引
っ
越
し
な
ど
に
伴
う
手
続
き
（
表

１
）
や
証
明
書
の
発
行
が
増
え
る
な
ど
、

窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

特
に
、
学
校
が
休
み
の
期
間
や
月
曜

日
、
休
日
の
翌
日
な
ど
は
混
み
合
い
、
お

待
た
せ
す
る
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
手
続
き
の
際
は
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

の
で
、
運
転
免
許
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、

委
任
状
（
本
人
自
筆
・
押
印
し
た
も
の
）

が
必
要
で
す
。

※
証
明
書
の
手
数
料
な
ど
、
支
払
い
に
は

 
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ 
・

パ

ス

モ

 
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ 
も
利
用
で
き

ス

イ

カ

ま
す
（
動
く
市
役
所
、
証
明
書
自
動
交
付

機
を
除
く
）。

怯
市
役
所
１
階
市
民
課

受
付
時
間　

▽
月
曜
〜
金
曜
日　

午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時

３０
▽
土
曜
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
０
時

３０

　

分
１５※

祝
日
、
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

怯
東
部
出
張
所
、
西
部
出
張
所

　

転
入
、
転
出
の
届
け
出
な
ど
の
市
民
課

業
務
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

（
表
２
）。

受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日　

午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時

３０※
祝
日
、
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

怯
動
く
市
役
所

　

市
役
所
や
出
張
所
が
自
宅
か
ら
遠
い
方

の
た
め
の
移
動
窓

口
で
す
。
市
内
５

か
所
を
巡
回
し
て

い
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
証
明

書
、
市
・
都
民
税

課
税
・
非
課
税
証

明
書
、
年
金
現
況

証
明
書
は
各
会
場

で
即
日
交
付
で
き

ま
す
。

　

取
り
扱
い
業
務
は
出
張
所
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
一
部
即
日
処
理
で
き
な
い
業
務

が
あ
り
ま
す
。

※
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
抄
本
）
な
ど
の
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

は
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
に
よ

り
、
交
付
で
き
ま
す
（
小
平
市
に
本
籍
を

有
す
る
本
人
ま
た
は
直
系
親
族
に
限
る
）。

怯
証
明
書
自
動
交
付
機

　

証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
、
休

日
や
夜
間
（
一
部
を
除
く
）
で
も
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
（
表
３
）。

証
明
書
の
種
類　

▽
住
民
票
の
写
し

▽
印
鑑
登
録
証
明
書

▽
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
小
平

市
に
本
籍
を
有
す
る
方
に
限
る
）

※
暗
証
番
号
を
登
録
し
た
「
こ
だ
い
ら
市

民
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
」
が
必
要
で
す
。

※
２
千
円
・
５
千
円
・
１
万
円
札
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
両
替

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
緯　

（
３
４
６
）
９
８

０４２

０
４
、
東
部
出
張
所
緯
０
４
２
（
４
６
７
）

１
２
１
１
、
西
部
出
張
所
緯　
（
３
４
３
）

０４２

１
２
１
１

　

引
っ
越
し
の
際
は
、
ま
だ
使
え
る
も
の

で
も
処
分
を
考
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
捨
て
る
前
に
、
周
り
に
必
要
と
し
て

い
る
方
が
い
な
い
か
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
市
で
は
、「
生
活
用
品
交
換
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
、
譲
り
た
い
方
と

譲
っ
て
ほ
し
い
方
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま

す
。
ご
み
減
量
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

怯
処
分
す
る
際
の
注
意
点

　

一
度
の
収
集
に
出
せ
る
ご
み
、
資
源
物

の
量
は
、
１
世
帯
に
つ
き
５
袋
ま
で
で

す
。
な
お
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

み
の
清
掃
工
場
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

怯
粗
大
ご
み
の
申
込
み
方
法

電
話
申
込
み　

小
平
市
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
５
７
１
５
）
１
７
７
４

０３

（
月
曜
〜
土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時
）

３０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み　

小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

時
を
除
き
、
随
時
受
付
）

※
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
の
混
雑
時
で

も
ス
ム
ー
ズ
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
申
込
み
品
目
に
な
い
粗
大
ご
み
は
、
電

話
で
小
平
市
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
に

申
込
み
を
し
て
く
た
さ
い
。

※
申
込
み
が
完
了
す
る
と
、
収
集
開
始
日

や
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ

メ
ー
ル
」
を
送
信
し
ま
す
。

窓
口
申
込
み　

資
源
循
環
課
（
市
役
所
４

階
）
へ

怯
粗
大
ご
み
を
出
す
際
の
注
意

　

申
込
み
の
際
に
決
ま
る
収
集
開
始
日
か

ら
３
・
４
日
で
収
集
し
ま
す
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

※
必
ず
小
平
市
の
廃
棄
物
処
理
シ
ー
ル
を

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
他
市
の
シ
ー
ル
で

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

※
家
の
中
か
ら
ご
自
身
で
出
せ
な
い
場
合

は
、
引
っ
越
し
業
者
に
搬
出
を
依
頼
す

る
、
親
戚
や
友
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
な

ど
の
方
法
で
、
１
階
の
建
物
外
ま
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
循
環
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
５

不
要
で
す
。

▽
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る

▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

▽
同
居
同
世
帯
の
方
の
税
法
上
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
る

怯
申
告
の
相
談

と　

き　

３
月　

日
（
火
）
ま
で
の
月
曜

１５

〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午

１１

３０

後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

怯
申
告
書
の
提
出
方
法

　

申
告
書
は
、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動

く
市
役
所
、
郵
便
ま
た
は
信
書
便
に
よ
る

送
付
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
２
・
９
５
２
３

 
怯
申
告
書
の
提
出
・
納
付
期
限

▽
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈

与
税
…
３
月　

日
（
火
）

１５

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
…
３
月　

日
（
木
）

３１

怯
申
告
の
相
談

　

税
務
署
で
は
、
申
告
書
作
成
会
場
を
設

け
、
確
定
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

怯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
が
作
成
で

き
ま
す

 

検
索　

国
税
庁

怯
申
告
書
提
出
時
の
注
意
点

　

申
告
書
は
、
郵
便
ま
た
は
信
書
便
に
よ

る
送
付
で
も
提
出
で
き
ま
す
（
申
告
書
な

ど
の
控
え
に
税
務
署
の
収
受
印
が
必
要
な

方
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
た
控
え
と

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
）。

確

定

申

告

は

３
月　

日
（
火
）
ま
で
に

１５
東
村
山
税
務
署

HP

※
税
務
上
の
申
告
書
や
申
請
書
、
届
出
書

は
信
書
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
郵
便
ま
た

は
信
書
便
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、
通
信
日
付
印
の
表
示
日
を
提
出
日

と
み
な
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

怯
納
税
は
振
替
納
税
で

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消

費
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
振
替
納
税
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
の
手
続
き
は

申
告
期
限
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
（
〒　

們
８
５

１８９

５
５　

東
村
山
市
本
町
１
們　

們　

）
緯

２０

２２

　

（
３
９
４
）
６
８
１
１

０４２
 　

鈴
木
遺
跡
は
、
都
内
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
、

国
指
定
史
跡
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
最
新
の
成
果
を
展
示
す
る
特
別
展
を
、

５
月　

日
（
日
）
ま
で
鈴
木
遺
跡
資
料
館

２９

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
初
期
の
発
掘
調
査

に
携
わ
り
、
鈴
木
遺
跡
の
出
土
資
料
を
用

い
て
武
蔵
野
台
地
の
石
器
編
年
を
構
築

し
、
そ
の
学
術
的
価
値
を
広
く
内
外
に
知

ら
せ
た
考
古
学
者
が
、
鈴
木
遺
跡
の
調
査

の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２６

１０

〜
正
午　

午
前
９
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
５０

講　

師　

小
田
静
夫
さ
ん
（
旧
石
器
時
代

研
究
者
・
元
東
京
都
教
育
庁
学
芸
員
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
１

鈴

木

遺

跡

と

日
本
の
旧
石
器
時
代
研
究

文
化
財
講
演
会

　

例
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

怯
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住

２８

で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

▽
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
市
へ
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

▽
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

み
で
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種
控
除

の
適
用
を
受
け
る

▽
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
事

２８

務
所
、
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
が
あ
る

▽
平
成　

年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
、
ま

２７

た
は
扶
養
親
族
で
あ
っ
て
も
扶
養
義
務
者

と
世
帯
を
分
け
て
い
る
（
転
勤
で
妻
子
の

み
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
や
学
生
な

ど
）

※
申
告
書
裏
面
の
「
収
入
が
な
か
っ
た
方

の
記
入
欄
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
与
所
得
（
年
末
調
整
済
）
以
外
の
所

得
が　

万
円
以
下
で
あ
る

２０

※　

万
円
を
超
え
る
方
や
年
末
調
整
を
受

２０
け
て
い
な
い
方
は
、
税
務
署
に
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
の
追
加
な
ど
に
よ
り
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
と
き
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

市
民
税
・
都
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
で

は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
申
告
書
の
提
出
は

 　

市
内
に
は
、
国
指
定
史
跡
玉
川
上
水
や

東
京
都
指
定
史
跡
鈴
木
遺
跡
を
は
じ
め
、

神
社
や
お
寺
、
道
端
の
石
造
物
な
ど
数
多

く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
よ
り
正
し
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
図
版
な
ど
を
用
い
て

読
み
や
す
く
工
夫
し
、
ま
た
詳
し
い
説
明

を
載
せ
て
い
る
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲

載
し
た
看
板
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
と
遺
跡
を
見
て
歩
く
た

め
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
記
し
た
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
、
小
平
ふ
る
さ
と
村
な
ど
の
公

共
施
設
で
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
１

文
化
財
説
明
看
板
を

新

設

・

更

新

し
ま
す
。
愛
称
は
市
報
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
１
万
円
相
当
の
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
同
一
の
愛
称
に
複

数
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
に
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ

ん
。
採
用
さ
れ
た
名
称
に
関
す
る
一
切
の

権
利
は
小
平
市
に
帰
属
し
ま
す
。

内　

容　

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字

で
横
書
き
８
文
字
以
内

※
愛
称
の
最
後
に
「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を

付
け
ま
す
が
、「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
は
文
字

数
に
含
み
ま
せ
ん
。

申
込
み　

３
月　

日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

３１

に
、
応
募
作
品
（
愛
称
）
と
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
理
由
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

送
付
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
１

件
の
応
募
に
つ
き
愛
称
は
１
点
の
み
。

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
を
愛
称
募

集
と
明
記
。

※
障
が
い
者
支
援
課
（
健
康
福
祉
事
務
セ

ン
タ
ー
１
階
）、
市
民
相
談
課
（
市
役
所
１

階
）、
公
民
館
、
図
書
館
、
福
祉
会
館
、
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
応
募
箱
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
応
募
用
紙
は
応
募
箱
の
近
く
に
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
応
募
箱
の
近
く
に
あ
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
４
１
、

０４２

死syogaisyashien@
city.koda

ira.lg.jp

怯
春
の
寄
せ
植
え
編

　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暮
ら
し

の
中
で
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
、
ち
ょ
っ
と
生

か
せ
る
園
芸
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
木
）　

午
前　

時

１７

１０

　

分
〜
正
午

３０と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小
川

西
町
五
丁
目　

番　

号
）

２５

１５

費　

用　

５
百
円
（
花
代
、
鉢
代
）

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
１０

講　

師　

小
川
裕
明
さ
ん
（
小
川
農
園
）

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
軍
手
を
持
参
。

申
込
み　

３
月
７
日（
月
）か
ら　

日（
月
）

１４

ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
緯　

（
３
４

０４２

３
）
４
９
７
６

 
農
園
名
・
場
所
・
募
集
区
画
数
ほ
か　

右

下
表
の
と
お
り

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　

象　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
の　

歳
２０

以
上
で
、
利
用
期
間
中
継
続
し
て
農
作
業

が
で
き
、
農
園
で
の
講
習
会
な
ど
に
出
席

で
き
る
方

申
込
み　

３
月　

日
（
金
）
ま
で
（
消
印

１１

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
農
園
名
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先

暮
ら
し
の
中
の
園
芸
講
座

利
用
者
追
加
募
集

農
業
体
験
フ
ァ
ー
ム

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
は
不
可
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
３
３

 　

西
東
京
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
な

バ
ス
」
の
田
無
駅
們
多
摩
六
都
科
学
館
の

路
線
は
、
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
西
武
新

宿
線
の
北
側
と
南
側
で
ル
ー
ト
が
分
割
さ

れ
、
田
無
駅
們
多
摩
六
都
科
学
館
們
花
小

金
井
駅
の
ル
ー
ト
（
第
４
北
ル
ー
ト
）
が

新
設
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

検
索　

西
東
京

市問
合
せ　

公
共
交

通
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
１
４

は

な

バ

ス

花
小
金
井
駅
へ
乗
り
入
れ

西
東
京
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

HP

は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
の
軽
自
動
車
税
の
税
率
は
、
左
表

２８の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
使
用
し
な
い
車

両
や
使
用
不
能
な
車
両
を
お
持
ち
の
方

は
、
４
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、
廃
車
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
次
の
窓
口
で
手
続
き
を

▽
百　

呪
以
下
の
二
輪
車
…
税
務
課
（
市

２５

役
所
２
階
）

▽
百　

呪
を
超
え
る
二
輪
車
…
東
京
運
輸

２５

支
局
多
摩
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
緯
０

５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
３
３

▽
軽
三
輪
・
軽
四
輪
車
…
軽
自
動
車
検
査

協
会
多
摩
支
所
緯
０
５
０
（
３
８
１
６
）

３
１
０
４

問
合
せ　

税
務
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
１

怯
使
用
し
な
い
バ
イ
ク
な
ど
は
廃
車
手
続

き
を

　

バ
イ
ク
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源

の
中
、
市
民
本
位
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、

「
小
平
市
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
９
月
末
の 
進  
捗 
状
況
は
全　

し
ん 
ち
ょ
く

２７

６２

項
目
の
取
り
組
み
の
う
ち
、　

項
目
が

５９

「
予
定
ど
お
り
進
捗
」、
残
り
３
項
目
が

「
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
」
と
な
り
ま
し

た
。
行
財
政
再
構
築
推
進
委
員
会
に
お
け

る
主
な
意
見
・
助
言
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

※
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
は
、
市

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
図
書

館
、
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
販
売

も
し
て
い
ま
す
（
１
部
百
円
）。

※
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
の
進
捗

状
況
、
委
員
意
見
な
ど
の
詳
細
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
６

　

平
成　

年
度
か
ら
市
で
取
り
組
ん
で
い

２３

る
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
は
本
年

度
で
終
了
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら

２９

平
成　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新

３２

た
な
（
仮
称
）
第
３
次
行
財
政
再
構
築
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
お
よ
び
策
定
体
制
な
ど
を
示
し
た
方
針

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
方
針
に

基
づ
き
、（
仮
称
）
第
３
次
行
財
政
再
構
築

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
は
、
第
２
次
行
財

２８

政
再
構
築
プ
ラ
ン
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
期

間
と
し
、
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン

の
計
画
期
間
終
了
後
に
お
い
て
も 
進  
捗 
管

し
ん 
ち
ょ
く

理
を
必
要
と
す
る
項
目
に
つ
い
て
、
現
行

の
内
容
・
方
法
に
よ
り
継
続
的
に
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
行
財
政
再
構
築
推
進
委
員
会
に

お
け
る
主
な
意
見
・
助
言
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　

方
針
は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
１
階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
６

原動機付自転車や二輪車ほか
税率（税額）車種区分

２,０００円総排気量５０cc以下

原動機付自転車 ２,０００円総排気量５０cc超９０cc以下
２,４００円総排気量９０cc超１２５cc以下
３,７００円ミニカー
３,６００円総排気量１２５cc超２５０cc以下二輪の軽自動車
６,０００円総排気量２５０cc超二輪の小型自動車
２,４００円農耕作業用小型特殊自動車 ５,９００円その他
３,６００円雪上車

平成２７年３月３１日以前に初めて車両番号の指定を受けた車両の税率（税額）
初度検査年月が
「平成１４年以前」
の車両（経年車の
税率）※１

初度検査年月が
「平成１５年１月以
後」の車両

車種区分

１２,９００円７,２００円乗用　自家用四輪
以上

６,０００円４,０００円貨物用
８,２００円５,５００円乗用　営業用 ４,５００円３,０００円貨物用
４,６００円３,１００円三輪

※１ 電気軽自動車などを除く。

軽
自
動
車

軽
自
動
車
税税

税
率
改

税
率
改
定定

表３　証明書自動交付機の設置場所・利用時間
利　用　時　間設　置　場　所

月曜～金曜日　午前８時３０分～午後８時
土曜日　　　　午前８時３０分～午後５時
日曜日、祝日、休日　午前９時～午後５時

市役所
東部出張所・西部出張所
市民総合体育館

月曜～土曜日　午前８時３０分～午後５時
日曜日、祝日、休日　午前９時～午後５時大沼公民館・図書館

月曜～金曜日　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日、休日　午前９時～午
後５時

ルネこだいら
小川町一丁目地域センタ
ー・児童館
※年末年始、各施設の休館日は利用できません。
※市民総合体育館は第１月曜日（休日に当たる場合はその翌日）、ルネこ
だいらは第４月曜日とその翌日、小川町一丁目地域センター・児童館は
第１・第３火曜日（休日に当たる場合はその翌日）が休館日です。
※ルネこだいら、小川町一丁目地域センター・児童館には、駐車場があり
ません。

申請書を記入する

番号発券機で番号札を引く

番号が呼ばれたら窓口へ

番号札、申請書、本人確認書類
を提示する

市民課、東部・西部出張所の
窓口受付の流れ

表１　主な届出
届け出に必要なもの届け出の種類

毅本人確認書類（※）、印鑑
毅転出証明書（外国から転入の方はパスポート、戸籍
全部事項証明書・附票の写し）
毅住民基本台帳カード（交付を受けている方）
毅介護保険受給資格証明書（交付を受けている方）

転入届

 （ ）転入した日から
１４日以内

毅本人確認書類（※）、印鑑
毅印鑑登録証、こだいら市民カード（登録者）
毅住民基本台帳カード（交付を受けている方）
毅国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者
証、介護保険被保険者証（各種交付を受けている方）
毅 医療証、義務教育就学児医療証（受給者）◯乳

転出届

 （ ）住所を移す前

毅本人確認書類（※）、印鑑
毅住民基本台帳カード（交付を受けている方）
毅国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者
証、介護保険被保険者証（各種交付を受けている方）
毅 医療証、義務教育就学児医療証（受給者）◯乳

転居届

 （ ）住所を移した日
から１４日以内

毅本人確認書類（※）、印鑑
毅国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者
証、介護保険被保険者証（各種交付を受けている方）
毅 医療証、義務教育就学児医療証（受給者）◯乳

世帯変更届

 （ ）変更のあった日
から１４日以内

※本人確認書類は、運転免許証、パスポート、在留カードなどです。

表２　出張所で取り扱う主な業務
内　容

転入届、転出届、転居届住 民 登 録

出生届、婚姻届、転籍届戸 籍 届 出

印鑑登録申請、廃止申請印　 鑑

市・都民税の申告税　 務

市税、国民健康保険税、後期高
齢者医療保険料、介護保険料納 税 ・ 納 入

資格取得・喪失届国民健康保険

資格取得・喪失届後期高齢者医療

資格取得・喪失届、保険料免除
申請、学生納付特例申請国 民 年 金

児童手当認定請求児　 童

住民票の写し、戸籍全部・個人
事項証明書、印鑑登録証明書、
課税・非課税証明書、固定資産
税関係証明書、納税証明書

各 種 証 明 書

建

建
建

３
月
・
４
月
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で

３
月
・
４
月
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
すす

市
民
課
・
出
張
所
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

年間利用料
（税抜き）

募集区画
・面積農園名・農園主

４５,０００円
若干数
（１区画
約３０㎡）

農業体験ファー
ム
「畑のおじさん」
吉野光政さん

４０,０００円
若干数
（１区画
約１０㎡）

学習型体験農園
「みのり村」
柏谷英雄さん

※利用期間：４月１日〜平成２９年２月２９
日（３月は肥培管理のため休耕）。

（仮称）第３次行財政再構築プランに対する主な意見・助言
委員からの意見の要旨意見の分類

第３次プランを策定する際、もう少し危機感を持
って策定に取り組んだ方が、より質の高いプラン
に仕上がる。

プランの策定

第３次プランでは体系図を作るなど、プログラム
の各項目が何を最終目標とし、どのような位置づ
けで取り組みを進めていくのかを、もう少し目に
見える形で表す工夫をする必要がある。

プランの体系化

第２次プランは６２項目あるが、第３次プランでは
もう少し重要な項目に絞り込んで取り組む方が良
い。プランの項目数、分量
分厚い計画書ではなく、職員がすぐ確認できるよ
うなコンパクトなものにした方が活用しやすい。

成果指標は抜本的に見直さなくてはいけない。第
３次プランでは、まず成果指標をしっかり設定
し、その根拠を明確にする必要がある。

成果指標

職員が意見を出しやすい設問設定にした方が、有
効なアンケート結果が得られる。職員アンケート

もう少し委員会を活用し、委員の皆さんに相談し
て知恵を借りるなど、実りある委員会にしたい。
職員の中には、これは重要で、解決を急がなけれ
ばならないという意識を持って取り組んでいる事
業もあると思う。そういったものをもっと委員会
で議論できれば、実りある委員会になる。

行財政再構築推進委員会

第２次行財政再構築プランに対する主な意見・助言
委員からの意見の要旨意見の分類

都市財政は景気回復により一時好調だが、将来的
に厳しくなるため、経常収支比率を８０％台に引き
下げることが必要である。

プラン全般 庁内でさまざまな部署との連携が大切になってく
る。情報共有など庁内で連携するとともに、地域
の素晴らしい人材を活用していくことなども今後
必要になる。
自治会の加入者は高齢者の方が多いようだが、他
の自治体では、インターネットにより地域の情報
を若者に発信し、自治会の活動に参加してもらう
事例も見られる。
また、地域コミュニティを作る場合、近隣の店舗
やカフェといった、地域の人たちが相互に触れ合
える場をつくる方が効果があるのでは。

自治会

市内には大学がいくつもあり、大学との連携が大
切であり、大学をまちづくりの資源と捉える必要
がある。例えば大学図書館や大学講義の地域開放
などを実施してはどうか。

大学連携

最近では他の自治体で、コンビニやスーパーと協
定を結び、地元産品の地元販売や地産地消、高齢
者雇用などを行っている。市でもこのようなこと
を考えなければならない。

市内産業の育成

電子化の推進について、取り組みを進めると手数
料などのコストが増えるが、要員配置の効率化な
どにより、そのコストを抑えなくてはならない。

電子化の推進
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平成２７年４月１日以後に初めて車両番号の指定を受けた車両の税率（税額）
電気自動
車など

ガソリン車・
ハイブリッド車

車種区分 おおむね
７５％軽減
※５

おおむね
５０％軽減
※４

おおむね
２５％軽減
※３

軽減なし
※２

２,７００円５,４００円８,１００円１０,８００円乗用　自家用四輪
以上

１,３００円２,５００円３,８００円５,０００円貨物用
１,８００円３,５００円５,２００円６,９００円乗用　営業用 １,０００円１,９００円２,９００円３,８００円貨物用
１,０００円２,０００円３,０００円３,９００円三輪

※２ 平成２８年４月１日に初めて車両番号の指定を受けた車
両は、軽減なしの税率となります。

※３ 乗用：平成１７年排出ガス基準７５％低減達成かつ平成３２年
度燃費基準達成車

　　 貨物用：平成１７年排出ガス基準７５％低減達成かつ平成２７
年度燃費基準＋１５％達成車。

※４ 乗用：平成１７年排出ガス基準７５％低減達成かつ平成３２年
度燃費基準＋２０％達成車

　　 貨物用：平成１７年排出ガス基準７５％低減達成かつ平成２７
年度燃費基準＋３５％達成車。

※５ 平成２１年排出ガス基準１０％低減達成車。
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